
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３１回 青梅市公共交通協議会 
 

 

基本計画推進状況について 

 

１．観光におけるＭＭについて 

２．青梅市総合防災訓練における公共交通利用促進について 
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１．観光におけるＭＭについて 

  公共交通を利用して行く高水山と霞丘陵の２種類のハイキングマップを作成し、以下のとお

り配布した。 

 

配布日 配布場所 高水山 

コース 

配布枚数 

霞丘陵 

コース 

配布枚数 

7 月 16～17 日 杉並区役所（青梅市物産展） 300 枚 300 枚 

7 月 30 日 ＪＲ青梅駅 100 枚 100 枚 

7 月 30 日 青梅観光案内所 100 枚 100 枚 

8 月 6 日 東京観光情報センター（都内 4 ヶ所※) 400 枚 400 枚 

8 月 7 日 東京観光情報センター多摩（エキュート立川 3 階） 100 枚 100 枚 

8 月 25 日 今井小学校（青梅市総合防災訓練パネル展示） 100 枚 100 枚 

 合計 1,100 枚 1,100 枚 

※東京都庁第一本庁舎 1 階／バスタ新宿 3 階／羽田空港国際線旅客ターミナル 2 階／京成上野駅改札口前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 青梅市物産展（杉並区役所）  
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このイメージは、現在表示できません。
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２．青梅市総合防災訓練における公共交通利用促進について 

  青梅市総合防災訓練（令和元年８月２５日(日) 8-10 時／今井小学校で開催）において、

公共交通ＰＲブースを出展した。 

  防災訓練参加者（主に今井地区居住者）に向けて、市内の公共交通や原今井サイクル＆

バスライドに関する情報提供を行い、これらの利用促進を図った。 

  あわせて、サイクル＆バスライドの改善や公共交通に対する問題意識についてアンケート

（聞き取り調査）を行った。 

（１）実施内容 

① 公共交通情報セットの配布 

以下の資料 4 点をクリアフォルダにセットして配布（100 部用意） 

  原今井サイクル＆バスライド利用案内 

  青梅市公共交通ガイド 

  高水山ハイキング 

  霞丘陵ハイキング 

② 原今井サイクル＆バスライドのパネル（Ａ１判）を３枚展示 

③ 青梅市内の公共交通に関するアンケート（聞き取り調査）の実施 
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■パネル展示 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■パネル展示 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

原今井バス停の駐輪場が、舗装されました!! 

みなさまのご利⽤を、お待ちしております!! 



8 

■パネル展示 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アンケート（ヒアリングシート） 
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青梅市内の公共交通に関するアンケート（ヒアリングシート） 
問１ あなたは、市内の公共交通をふだんどの程度利用していますか？ 

路線バス 1)ほぼ毎日    2）週に数回    3）月に数回    4）年に数回 

5）特定の日（雨天時や飲酒時）だけ利用    6）ほとんど利用しない 

電車 1)ほぼ毎日    2）週に数回    3）月に数回    4）年に数回 

5）特定の日（雨天時や飲酒時）だけ利用    6）ほとんど利用しない 

問２ 原今井「サイクル＆バスライド」についてうかがいます。 

ご存知ですか 1)知らない   2）知っている 

利用したことはありますか 1）ない   2）ある→何回程度（        回程度） 

今後利用したいと思いますか 1）利用したいと思う   2）利用したいと思わない   3）わからない 

どのよう改善したら利用されると思

いますか 

1）改善しても利用しない   2）上屋   3）車輪を立てるスタンド 

4）ベンチ   5）バス情報提供   6）その他→（            ） 

近隣でバス停と駐輪場がセットであ

ると便利だと思う場所はありますか 

ここにあれば利用するという場所（七日市場、今井市民センターなど） 

→                                 

問３ あなたは、外出や移動のときに、困っていることや不便を感じていることはありますか？ 

困っていること、不便を感じていること 

その理由、場所など 

それに対してどのようにしたらよいか 

その改善策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 近年、市内のバス路線の利用者数が減少し、交通事業者の努力や行政の補助金だけでは路線の維持が

難しくなっています。あなたは、このことをご存知でしたか？ 

1）知らない    2）なんとなく知っている    3）知っている 

問５ あなたの世帯にとって、市内を運行する路線バスは必要だと思いますか？ 

1）家族の日常生活には、なくてはならない交通手段である 

2）ふだんは利用していないが、必要なときにないと困る 

3）現在は必要ないが、免許返納時など将来クルマを運転できなくなった時にないと困る 

4）自分の世帯には直接必要ないが、駅から遠い人やクルマのない人には必要である 

5）あまり必要性は感じない   6）その他（                                        ） 

問６ あなたご自身のことをうかがいます。 

性別 1)男性   2）女性 

年齢 1)10 歳代   2）20 歳代   3）30 歳代   4）40 歳代   5）50 歳代   6）60 歳代 

7）70 歳代   8）80 歳代以上 

お住まい 1）今井地区（今井 1-5 丁目、藤橋 1-3 丁目） 

2）青梅市内→（                 丁目） 

3）青梅市外 

車の保有 1）自分で自由に使える車がある   2）共用の車や送迎してもらえる車はある 

3）車は持っていない 
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（２）ヒアリング結果 

■ ヒアリング回収数 

  青梅市総合防災訓練において行ったヒアリングは、４２名の方から回答いただいた。 

■問１ 公共交通の利用頻度について 

  バスの利用頻度が比較的高い人（週に数回以上）は約 12%、鉄道の利用頻度が比較的高

い方（週に数回以上）は約 14%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共交通の利用頻度 

 

■問２ 原今井「サイクル＆バスライド」について 

  原今井バス停の駐輪場について、知らない人は概ね半数となっており、利用したことがあ

る人はいなかった。 

 

 

 

 

 

 

図 原今井サイクル＆バスライドの認知状況 

 

  今後の利用意向がある人は約 2 割となっている。 

 

 

 

 

 

 

図 今後の利用意向  

12%

5%

2%

7%

21%

12%

2%

5%

5%

2%

57%

69%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道利用頻度

バス利用頻度

1）ほぼ毎日

2）週に数回

3）月に数回

4）年に数回

5）特定の日（雨天時や

飲酒時）だけ利用

6）ほとんど利用しない

48% 52%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

原今井C＆BR

の認知状況
1）知らない

2）知っている

19% 31% 17% 33%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後の

利用意向

1）利用したいと思う

2）利用したいと思わない

3）わからない

無回答
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  改善希望としては、「上屋の設置」31%、「ベンチ設置」14%、「車輪スタンド」10%であった。 

  「その他」の意見としては以下があげられた。 

「PR が必要」「壁」「ラック、区切り」「盗難が心配」「施錠できるようにする」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 改善希望 

  原今井以外のサイクル＆バスライド候補地としては、小作駅方面へのアクセスが可能とな

るようなバス停があげられた。 

表 原今井以外のサイクル＆バスライド候補地 

候補バス停 バスの行先 件数 

今井市民センター 河辺駅、入間市駅 3 

七日市場 小作駅、河辺駅、入間市駅 2 

峠下（ファミリーマート前、山根通りに直結） 小作駅、河辺駅 1 

八雲神社 小作駅、河辺駅 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0%

31%

10%

14%

0%

12%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

1）改善しても利用しない

2）上屋

3）車輪を立てるスタンド

4）ベンチ

5）バス情報提供

6）その他

山根通り 

→入間市駅 
小作方面のバスが利用
しづらいエリア 

入間市方面のバスが
利用しづらいエリア 
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■問３ 外出時の困りごとについて 

  バス停サービス圏から外れる山根通りへのバス路線導入の要望があげられている。 

  原今井バス停（入間市方向）を駐輪場の前に移せば利用されるのではないかとの意見が

あった。 

表 外出時の困りごと 

意見 件数 

山根通りにバスを通してほしい 6 

原今井バス停を駐輪場の前に移した方がよい 1 

バスの本数が少ない 7 

最終バスが早い 1 

道路混雑 1 

 

■問４ 路線バスの状況認識について 

  路線バスの維持が厳しくなっている状況について、3 割近くの人は認識していない。 

 

 

 

 

 

 

図 路線バスの状況認識 

 

■問５ 路線バスの必要性について 

  路線バスの必要性は全員の人が感じており、「クルマが運転できなくなった時に必要」とい

う人が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 路線バスの必要性  

26% 21% 52%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バスの

状況認識

1）知らない

2）なんとなく知っている

3）知っている

26% 21% 33% 14% 0%
0% 5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バス

の必要性

1）家族の日常生活には、なくてはならない交通手段である

2）ふだんは利用していないが、必要なときにないと困る

3）現在は必要ないが、免許返納時など将来クルマを運転できなくなった時にないと困る

4）自分の世帯には直接必要ないが、駅から遠い人やクルマのない人には必要である

5）あまり必要性は感じない

6）その他

無回答
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■問６ 回答者の個人属性について 

  性別は、男性が多く 8 割弱を占めていた。 

 

 

 

 

 

 

図 回答者の性別 

 

  年齢は、40～70 歳代が多くを占めていた。 

 

 

 

 

 

 

 

図 回答者の年齢 

 

  住まいは、ほとんどが今井地区居住者となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

図 回答者の住まい 

 

  クルマの有無は、ほとんどの人が車を所有しているが、１割の人はクルマを持っていない。 

 

 

 

 

 

 

図 回答者のクルマ保有 

76% 24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性別
1）男性 2）女性

0% 7% 19% 17% 36% 19% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年齢

10・20歳代 3）30歳代 4）40歳代 5）50歳代 6）60歳代 7）70歳代 8）80歳代

90% 5%5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住まい

1）今井地区

2）その他市内

3）市外

90% 0% 10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クルマの有無

1）自分で自由に使える

車がある

2）共用の車や送迎して

もらえる車がある

3）車は持っていない


